
摂

津

間

有

馬

郡

を

通

る

計

画

古

道

と

条

里土
ロ

本

関
田

百ム

て
は
じ
め
に

有
馬
郡
は
『
和
名
抄
』
に
五
郷
を
載
せ
る
西
摂
内
陸
部
の
下
郡
で
あ
り
、
そ

ち

1
-

の
郡
名
は
「
有
間
温
湯
」
に
負
う
と
さ
れ
る
が

J
Y

、
生
産
基
盤
で
あ
る
沖
積
平
野

は
三
田
盆
地
を
中
心
と
し
た
武
庫
川
会
よ
び
そ
の
支
流
の
狭
小
な
河
谷
に
限
ら

れ
る
。
し
か
も
古
代
に
卦
い
て
こ
の
河
谷
が
、
摂
津
盟
の
中
心
難
波
か
ら
丹
波

国
へ
通
ず
る
重
要
な
交
通
路
に
あ
た
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
の
ち
の
丹
波
街

道
が
通
ず
る
こ
と
か
ら
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

小
論
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
律
令
期
、
こ
と
に
難
波
に
宮
都
が
営
ま
れ

た
時
期
に
、
き
わ
め
て
重
要
な
交
通
路
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
武
庫
川
河
谷
、
す

な
わ
ち
有
馬
郡
内
を
、
古
代
道
は
い
か
に
通
じ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

あ
る
。二

、
計
画
古
道
の
復
原

小
論
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
有
馬
郡
の
条
呈
分
布
確
認
の
た
め
、
二

千
五
百
分
の
一
一
地
形
図
上
で
一
町
方
格
の
地
割
を
追
跡
し
た
捺
に
、
条
里
方
格

中
に
余
剰
滞
が
認
め
忘
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
同
様
の
余
剰
帯
は
、
こ
れ
ま
で
に

-9“-
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u
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も
、
山
陽
道
、
南
海
道
な
ど
幹
線
駅
路
に
つ
い
て
各
地
で
確
認
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
余
剰
帯
は
、
条
里
計
測
の
際
に
各
地
で
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
が
即
ち
古
代
道
路
の
道
路
敷
で
あ
る
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
余
剰
帯
の
存
在
理
由
を
つ
き
つ
め
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
道
路
敷
、
即

ち
条
里
地
割
施
行
の
際
に
特
別
に
考
慮
さ
れ
た
「
道
代
」
で
あ
る
と
断
定
さ
れ

る
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
例
か
ら
し
て
、
ま
た
事
実

で
あ
る
。

図
2
は
、
国
ー
に
示
し
た
条
里
区
A
の
一
部
で
あ
る
。
イ

l
エ
は
一
二
七

m

で
、
周
囲
の
条
里
方
格
に
対
し
て
一
八

m
長
い
。
ま
た
ア

l
ウ
も
正
し
く
二
一

十十条勤割の加
、ι町間隔〕

--$-
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有馬郡の条里分布図1.



イ

l
ウ
間
が
一
八

m
の
余
剰
幅
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
に
図

3
の
オ

l
カ
聞
を
測
る
と
五
六
三

m
で
あ
り
、
一

O
九

m
を
一
町
と
す
る
際
の

五
町
分
よ
り
一
八

m
長
い
。
こ
れ
は
有
馬
川
を
挟
ん
だ
た
め
に
生
じ
た
誤
差
と

解
す
る
よ
り
も
、
オ

l
カ
簡
に
イ

l
ウ
間
で
認
め
た
余
剰
帯
の
延
長
部
が
通
る

た
め
と
理
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
旧
日
下
部
村
と
旧
道
場

川
原
村
の
境
界
線
の
一
部
が
、
余
剰
帯
延
長
部
の
東
肩
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら

も
首
肯
さ
れ
る
。
即
ち
、
余
剰
帯
の
通
る
こ
の
部
分
が
、
境
界
線
の
定
ま
る
以

前
か
ら
、
な
ん
ら
か
の
意
味
を
持
ち
続
け
た
線
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る。
七

m
で
あ
り
、

条里区 A内部の土地割

さ
て
、
こ
の
余
剰
帯
に
一
部
を
一
致
さ
せ
、
他
の
部
分
も
着
か
ず
離
れ
ず
し
て

走
る
の
が
、
難
波
か
ら
丹
波
を
目
指
す
丹
波
街
道
で
あ
る
。
そ
れ
を
南
に
た
ど

れ
ば
、
文
字
通
り
宝
塚
へ
抜
け
る
山
越
え
の
入
口
「
山
口
」
に
至
る
。
一
方
、

余
剰
帯
を
北
へ
延
長
す
る
と
、
有
馬
川
河
谷
か
ら
三
回
盆
地
へ
抜
け
る
横
山
峠

を
直
指
す
る
こ
と
に
な
る
o

こ
こ
に
、
丹
波
街
道
の
前
身
と
し
て
き
わ
め
て
計

画
的
な
古
道
が
存
在
し
、
こ
の
余
剰
帯
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
そ
の
道
路
敷
で
あ
り
、

条
里
と
の
関
係
か
ら
そ
の
古
道
は
な
そ
ら
く
律
令
期
の
重
要
な
官
道
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
が
得
ら
れ
る
。

さ
て
、
図

I
K
示
し
た
条
里
区

B
と
C
に
な
い
て
も
余
剰
帯
が
認
め
ら
れ
る
。

図
4
の
キ

1
ク
、
ク

l
コ
、
サ

i
シ
が
そ
れ
で
あ
る
。
ス

l
ク
は
条
塁
区

B
と

C
を
明
瞭
に
境
界
ず
る
水
路
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
重
要
な
線
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
余
剰
帯
キ
1

ク
と
、
ク

l
コ
、
サ
|
シ
の
延
長
部
と

は
、
は
か
ら
ず
も
こ
の
水
路
上
の
点
ク
で
み
ど
と
に
交
わ
る
。
つ
ま
り
最
初
に

14-
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条里区A図 3.



計
画
線
キ

i
ク
l
シ
が
あ
り
、
こ
の
線
を
基
準
に
B
、

C
の
条
里
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
サ

1
シ
を
さ
ら
に
北
北
西
に
延
長
す
る
と
、
こ
れ
ま
た
は
か

ら
ず
も
舌
状
に
張
り
出
し
た
丘
陵
先
端
の
鞍
部
セ
を
見
事
に
通
・
り
抜
け
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
鞍
部
セ
は
現
在
も
、
国
鉄
福
知
山
線
及
び
国
道
一
七
六
号
線
が

通
過
す
る
交
通
上
の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
な
き
た
い
。
セ
よ

り
さ
ら
に
北
北
西
へ
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
国
道
一
七
六
号
線
に
そ
っ
て
直
線
吉
道

が
顕
著
で
あ
り
、
武
庫
川
河
谷
ぞ
い
に
日
出
坂
峠
を
越
え
、
丹
波
闇
多
紀
郡
に

通
ず
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
条
里
区

B
、

c
で
も
、
そ
こ
に
認
め

ら
れ
た
余
剰
帯
は
、
な
そ
ら
く
古
代
に
測
設
さ
れ
た
摂
津
と
丹
波
を
結
ぶ
官
道

の
一
部
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
が
得
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
以
上
の
二
つ
の
見
通
し
は
ど
う
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま

り
、
条
塁
区
A
の
余
剰
帯
と
条
塁
区

B
の
余
剰
帯
は
ど
の
よ
う
に
結
ぼ
れ
る
の

か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
条
塁
区
A
の
余
剰
帯
が
横
山
峠
を
指
す
こ
と
は
既
に 条里区 BとC

述
べ
た
が
、
横
山
峠
か
ら
北
進
ず
る
道
筋
は
判
然
と
し
な
い
。
試
み
に

y
l
タ

聞
を
測
る
と
九
九
一

m
で
九
坪
分
の
長
さ
よ
り
一

O

m
長
い
。
つ
ま
り
、
ソ
!

タ
聞
に
こ
れ
ま
で
認
め
て
き
た
と
同
様
の
南
北
方
向
の
余
剰
帯
を
考
え
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
市
街
化
の
た
め
条
里
地
割
が
不
明
瞭
で
、
そ
の
位
置

を
局
限
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
三
輪
神
社
の
参
道
に
あ
た
る
チ
|
ツ

が
最
も
有
力
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
横
山
峠
を
越
え
た
計
画
古
道

が
三
輪
神
社
裏
山
の
山
頂
を
直
指
す
る
コ

l
ス
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の

裏
山
を
「
大
道
ク
平
」
と
称
す
る
か
ら
で
あ
る
o

ま
た
チ
|
ツ
の
南
延
長
線
に

コ
ア
ザ
「
京
口
」
が
接
す
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
「
京
口
」
が
横

山
峠
へ
の
路
線
上
に
あ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
京
師
に
つ
な
が
る
入
り
口
を
さ
す

地
名
と
理
解
で
き
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
以
上
考
え
て
き
た
ル

l
ト
は
地
方
官
道
と
し
て
す
ぐ
れ
て
計
画

的
な
路
線
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
条
里
区

A
、
B
、

c
で
認
め
ら
れ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
余
剰
帯
は
、
か
か
る
計
画
古
道
の
道
代
で
あ
る
と
理
解
し
て
間
違
い
な
い

も
の
と
恩
わ
れ
る
。
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三
、
計
画
古
道
の
意
味

さ
て
、
こ
の
計
画
古
道
の
存
在
意
味
を
考
え
て
い
く
と
、
単
に
難
波
か
ら
丹

波
国
へ
通
ず
る
交
通
路
で
は
な
く
て
、
実
は
こ
れ
が
、
難
波
に
都
が
置
か
れ
た

時
期
、
こ
と
に
よ
る
と
飛
鳥
・
藤
原
に
都
が
置
か
れ
た
時
期
に
も
存
続
し
続
け

た
古
山
陰
道
で
は
な
か
フ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
足
利
警
は
「
難
波
京
か
ら
有
馬
温
泉
を
指
し
た
計
画
古
道

と
題
す
る
論
文
に

b

い
て
、
難
波
京
か
ら
見
陽
を
経
て
武
庫
川
谷
口
を
直
指
す

る
計
画
古
道
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
有
馬
郡
を
通



る
計
画
古
道
は
、
山
口
か
ら
宝
塚
の
生
瀬
へ
抜
け
、
ほ
ほ
間
違
い
な
し
に
足
利

の
い
う
計
画
古
道
に
連
続
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
図

5
)
。
こ
の
ル
ー

ト
は
、
難
波
か
ら
丹
波
へ
通
ず
る
最
短
路
に
あ
た
り
、
難
波
京
か
ら
の
山
陰
道

と
し
て
極
め
て
自
然
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
古
道
が
、
難
波
に
都
が
営
ま
れ
た

孝
徳
期
、
天
武
期
、
た
よ
ぴ
聖
武
期
の
難
波
京
か
ら
発
し
た
古
山
陰
道
で
あ
っ

4 

~陶

摂津国C 計画古道(足利論文による)

' 色置司

た
蓋
然
性
は
高
く
、
奈
良
時
代
を
通
じ
て
の
要
路
で
あ
フ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
化
三
年
に
既
に
こ
の
計
画
古
道
が
完
成
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
『
日
本
書

紀
』
に
み
え
る
孝
徳
天
皇
一
行
の
有
馬
温
泉
行
幸
は
、
こ
の
古
山
陰
道
を
利
用

す一

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
有
馬
郡
誌
』
、
に
「
郡
の
山
口
村
に
字
奉
集
堂
と
い

へ
る
が
残
り
、
孝
徳
天
皇
を
杷
れ
る
あ
る
は
養
し
当
時
の
行
宮
の
跡
な
る
べ
く
、

此
の
地
点
は
天
皇
が
長
柄
豊
崎
宮
よ
り
西
し
て
武
庫
郡
見
佐
よ
り
武
庫
川
を
渡

り
、
蔵
人
村
な
る
武
庫
行
宮
に
入
ら
れ
、
武
庫
川
の
西
岸
を
今
の
生
瀬
、
名
塩

Z
経
て
、
有
馬
山
を
横
ぎ
り
、
有
罵
山
口
に
着
き
、
此
の
行
宮
に
着
御
あ
り
し

も
の
の
如
し
」
と
伝
え
る
奉
食
堂
枇
か
、
有
馬
温
泉
か
ら
北
へ
は
ず
れ
た
想
定
古

道
上
に
位
置
す
る
こ
と
も
、
そ
う
い
う
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
ま
た
コ
ア
ザ
「
京
口
」
の
意
味
あ
い
も
、
想
定
古
道
を
古
山
陰
道
と
考

え
る
こ
と
に
よ
フ
て
一
層
理
解
し
や
す
く
な
る
。
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回
、
計
画
古
道
よ
り
み
た
有
馬
郡
の
条
里

有
馬
郡
の
条
里
に
つ
い
て
は
、
河
谷
内
に
隣
接
す
る
五
系
統
の
異
方
位
条
里

{氏
υ-

を
、
大
化
前
代
の
地
方
豪
族
に
よ
る
割
拠
状
態
と
し
た
落
合
重
信
の
論
考
が
あ

る
。
実
は
筆
者
も
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
き
た
。
し
か
し
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、

条
里
区
A
、
B
、
C
の
三
条
里
区
は
、
計
画
古
道
を
基
準
に
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
、
ほ
ほ
同
時
期
に
一
連
の
計
画
の
も
と
に
施
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
条
皇
区
D
は
、
地
形
的
に
条
呈
区

B
、
C
と
区
別
で
き
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
方
位
を
異
に
す
る
こ
と
、
ま
た
「
貴
志
」
な
る
地
名
か
ら
渡

来
氏
族
古
口
土
氏
の
居
住
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
と
関
連
し
て

背
後
に
古
墳
中
期
の
帆
立
貝
式
古
墳
を
よ
び
二
基
の
方
墳
を
中
心
と
す
る
貴
志

古
墳
群
が
存
在
じ
、
独
自
の
支
配
領
域
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
得
る
こ
と



か
ら
、
条
里
区
A
、

B
、

c
が
成
立
す
る
以
前
の
状
況
を
残
す
も
の
と
し
て
理

解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
条
里
区

B
で
は
、
コ
ア
ザ
「
豊
浦
」

が
認
め
ら
れ
、
蘇
我
氏
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
ミ
ヤ
ク
と
解
す
れ
ば
、
条
里
区

A
、
B
、
c

k
先
行
す
る
こ
と
に
な
る
o

以
上
、
あ
く
ま
で
条
里
地
割
の
重
層

性
に
関
す
る
一
つ
の
見
通
し
と
し
て
付
け
加
え
て
公
き
た
い
。

(
宝
塚
市
立
高
司
中
学
校
)

;主
(
1
)
山
脇
延
吉
編
『
有
馬
郡
誌
』
上
、
一
九
二
九
。

(
2
)
木
下
良
「
空
中
写
真
に
認
め
ら
れ
る
想
定
駅
路
」
美
術
文
化
史
研
究
会

『
ぴ
ぞ
ん
』
六
回
、
一
九
七
六
。
同
「
日
本
古
代
宮
道
の
復
原
的
研
究
に
関

す
る
諸
問
題
」
神
奈
川
大
学
『
人
文
研
究
』
七

O
、
一
九
七
八
。
吉
本
昌

弘
「
古
代
播
磨
国

k

b
け
る
山
陽
道
と
郡
家
の
復
元
的
研
究
」
(
亘
芝
田
)

『
新
地
理
』
二
五
!
一
、
一
九
七
七
。

(
3
)

日
野
向
志
「
南
海
道
の
駅
路
」
『
歴
史
地
理
学
紀
要
』
二

O
、

八。
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一
九
七

(
4
)
足
利
健
亮
「
難
波
京
か
ら
有
馬
温
泉
を
指
し
た
計
画
古
道
」

理
研
究
と
都
市
研
究
』
上
、

『
歴
史
地

一
九
七
八
。

(
5
)

前
掲

(

1

)

(
6
)
落
合
長
雄
、
重
信
「
神
戸
地
方
の
条
星
」

八
、
一
九
六
五
。

(

7

)

三
田
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
三
田
市
史
』
下
、 『

神
戸
市
文
化
財
調
査
翠
口
』

一
九
六
五
。




